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就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告書
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2023年度

地域連携活動の概要

＜活動内容＞

［活動場所】 有限会社 宝JII買

【実施日程】 R4年11月より 月～土 9:30～14:00

［実施した生産活動 施設外就労の概要】

シイタケ栽培における各種作業（除袋、菌床捨て、 浸水作業）

生シイタケパック・袋詰め、干しシイタケ袋詰め

［利用者数1 4～6名

＜目的＞

｛地域連携活動のねらい】人材不足の地元農家と連携し生産活

動に地域に貢献する

［地域連携活動のメリット】働く場の確保と利用者の特性に合

わせた作業内容が作業の効率化に繋がる

【対象者にとってのメリット］作業行程の人材不足解消

シイ51ケの生えていない菌床

を選別し、廃棄する作業
菌床を水に浸す、 浸水作業

＜成果＞

慶福連携を軸に、農作業の入手不足解消に役立てるごとができ

たと同時に、利用者のスキルアップにちつながった。

体力がいる作業だったが、粘り強く取り組む姿が見られ、ま

た、生産に関わり、消費者ヘ届く満足感を得られる、めったに

ない機会を頂けた。

季節によって変動があるので 、 今後ち必要に応じて就労を行っ

ていく。 干しシイ9ケをパック結めする作業

連携先の企業等め意克まJC.は評価

【連携した結果に対する評価】

日々の作業行程の中で、 人手を確保でき助かった。

特性により、 かかる時間はまちまちだが慣れてくると動けるようになるのだな、 と感じた。

［今後の連携強化に向けた今後の課題】

毎日作業の確認から行わなければならず、 時間のロスが多かったように思う。

前日のうちに次の日の作業予定を確定し、 すぐに作業に取りかかれる体制を作るべきだった。
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